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のやう念事賓の考へられるととはわが園水間二
毛作農業の近代的費展の途が決して坦々たるも
ので&いことを示すものであらう。
多〈め要因の阻穆な結合の結果である生産方法曾麗
慢の/lIl8I.lt健多〈の角度から後初きれわぽなら~Q
ととではただ固定資本の構成といふlIfから之の問題
に極めて簡単に腐れた1:温ぎない。
農業技術停滞性のー側面
• 、
土地の験置的性格
寺 回
士地主 t車1:士屡及び其佑墜炉Jt分のみのiRにあ
らずして、土地の表面・~問. 1Jf.Ji'の窓脈にて、
植他はftl:棋祭を求め、英土中1:根を披げ、叉太
陽と空気に肉って其葉を伸長字。
カーーパH 著、菅・奥田共課「農業紹隣接原論J188 
頁
土地は植物がそこに於で生育す~揚である。
それは杭物の生育が土地のもつこの場さしての
性格さの基本的な結びつきの下K行はれる.こさ
を意味する.農業技依のいろいろな姿は貰はこ
の「結びつき」さいふl'ilこ開るo¥そこでこの場三
.し志の土地子もつ類型的な性格について若干考
察-i>試み、更に.そのこさから農業技術の構造的
理解に至らうまするのは、農業Ic於て基本的重
要さをもっ土地についての若干の理解が、農業
技術上向少しでも問題を拠出させうるのではな
いかさ思ふからである。本稿に於ては土地が装
置的であるこさを明にしようさずる。装置は工
業に於て最も費遣した技術段階IZ:見られる技術
的手民であるが、土地は農業に於て最も原本哨
，なものであるοそれにも拘ら宇土地が装置附で
あるさいふのはー櫨同の様な意味、に於てである
か。
.農業経営に於τ土地は牛産要素のーさして持
働及p賓本財さ稽観的に結合される。土地が要
素のーさして他から匝別されるのは、それのも
つ生産h振が自然カさして有するヱネルギーで
あり、去の成立過程はそれが白黙に存在するも
のである寵所奥のものさして問題tこならないミ
いふ基本的性格t::もつからである。経普者はそ
由 永
の技術的能力の放に努働・土地・資本財ぞ生産
手段乏しτ結合し生産4並行ふこさがm来るq 鹿
で現賓の物財的慣舶の生産は生産手段である勢
働に於てはじめて拡得される。勢働が此の様な
生産を行ふにはまfニ土地さ資本財さ必要する。
経替に於ける生産要素さしての土地は此の様に
説明される。撚るK農業生産め技術a-"J取扱t.L.IC
於ては土地は向次の嫁なものさして理解される
前段IC於T生産手段さしての土地が資本財さ
共に努働に結合されて生産の管まれるこさそ記
したが、主帽である持働による播極純付等の技
術的操作が加へられない限り、それ故にそれが ‘
生産手足一一生産袋素さなるこさの出来る土地
の自怒カをしてのヱネルギーも探替に於ける生
産に寄輿ずることは出来ないo(患なる探取的・
略奪的怠業に民ては別 rである。此の撲な毎合を除き~
笹口市~.で生産きれる値動l:t既に作動である〉 一旦土
地1:.手物が作付けられるさ生産ぞ目的さして勢
働が働きかける釘象は作物であり、土地は資本
財三同様勢働が作物におして働きかける民の媒
介手段さしての意味~宵するに至る。 ßp ち土地
は一種の勢働手段ムしτむ意味会もつ。然L此
の慌に理解される土佐は他の勢観手段である資
本財に含まれる多〈の包のさはその趣を若干異
にしてゐる。(勿諭短音量I:fjをける生産要素としての
土地は減債償却を寝しないといふ駄で資本財2ェは別閣
の取銀ひを受ける。然し地力の減終盤に之の補場的行
震としての施~~i/何を窓際するかについて倫充分検討
を加へわばならぬ~1iÞが)，.，、前誕のことも直ち;)~正
しいl:.Ci.定出来ないのではな旬、1昔、鰹鍔1:於ける生重
要素としてではな4そのー である努働在中品、とL努鋤
手段・努働客慢といふものを考へ事場合、土地は既に
くおJ
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